
【目的】

この条例は、認知症があっても安心なまちづくりの基本理念を定め、市の責務なら
びに市民、事業者、地域組織および関係機関の役割を明らかにするとともに、認知症
施策の基本となる事項を定めることにより、認知症施策を総合的かつ計画的に推進し、
もって認知症の人およびその家族が安心して生活できるまちを実現することを目的と
する。

【基本理念】
市、市民、事業者、地域組織および関係機関は、次に掲げる事項を基本理念と
して、認知症があっても安心なまちづくりに取り組むものとする。
☘認知症の人が認知症とともによりよく生きていくことができるよう、認知症の人
およびその家族の意思が尊重され、自分らしく暮らし続けることができる地域
共生社会および心のバリアフリー社会の実現を目指すこと。
☘認知症の人がその意思により、有する力を最大限に活かしながら、安全安心に
社会参加できる地域づくりを目指すこと。
☘各主体がそれぞれの役割を認識し、相互に連携・協働して、認知症があっても
安心なまちづくりを進めること。
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